
















































富田 守 (お茶の水女子大 ･家政)
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Prosimi Lemuridae Lemurinae Lemurmongoz














'SEl ･-a ･言 Macacanemestrina(Pig-tailedmacaque)
〇一.∃ OUh ⊂)U Macacaradiata(Bonnetmonkey)





























































Ilorse (久合田,1932) 55 45
〝 (Howel,1944) 56 44






































































































































































































江 原 昭 尊 く京大 ･霊長研)
ヒトを家畜の-柾とみなして,家畜化 domestication
の概念をつかって,ヒトの進化のメカニズムを脱明しよ
うとする試みが,ひろくみられるが,これがどこまで妥
当かということを明らかにするのが,この小論の目的で
ある｡
｢生物とそれをとりまく環塊｣という直tE･的な関係
が,ある種の意図によって,人為的に操作されたり,負
件づけられたりすると,生物は自然環境から遠ざけら
れ,間接化されることになる｡たとえば,本来なら社会
生活しているはずの群れから,とり出され,人間によ
り,吟味された餌が与えられ,ある程度温皮が調節され
た小屋をあてがわれ,外敵のおそれもなく飼Iffされてい
る家畜にとっては,その環矧ま,きびしい日掛こ吐きる
野生種とは,いちじるしく異なり,いわゆる臼然から隔
離され,間は化されていることがわかる｡
このように.生物が脱野生状態で生活するとき.形態
･生理･心理 ･行動その他多くの点で,変化を生じ,そ
れらの変化の中には,生物の柾矧 こかかわりなく,共通
の現象とみられるものも多い｡ヒトもその例外でなく,
ただ対象がヒト自身であるところから.自己家畜化self･
domesticationと呼ばれている (Fischer,1914,1936.
1939;Eickstedt,1934;Koenigswald,1960;Lorenz.
1954,1959等)｡
ここで,深刻な2つの問題が捉起される｡そのひとつ
は,Darwinが考えたように,はたして ｢家畜化現象｣
を通じて,進化のメカニズムが解明できるのかどうか｡
Herre(1954,1959.1971)の広汎なデータにもとづけば,
家畜化つまり人為的条件によって生じた変化は.自然生
物群にみられる適応変化や進化とは質的に異なる場合が
多く,系統発生的価値はかならずLも高くないことがわ
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